
小児等在宅医療多職種研修会を開催しました 

 

 

 

 

 

 

 

福岡県内の小児在宅医療に関心のある多職種の方を

対象にオンライン研修会を行いました。 

 

今回は、東京都で医療的ケア児等の支援に注力され

ている、都立小児総合医療センターの冨田先生を講師に

お迎えしました。小児科医である冨田先生の視点から、

医療的ケア児の成人移行における東京都の現状や医療

や福祉分野の課題、ご自身の取り組みについてお話いた

だきました。 

先生のお話は幅広い分野の内容ではありましたが、一つひとつ丁寧にお話くださり、とても分か

りやすい講演でした。先生のお話を通して、将来を見据えた関わりの重要性やライフステージの移

行期における課題について考えることができ、とても有意義な時間となりました。 

 

今回も県内から 100名程のお申し込みをいただきました。 

オンライン上でもご質問やご意見をいただき、ありがとうございました。 

 

 冨田先生、どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

  

小児等在宅医療多職種研修会 ３月８日（水） 

テーマ： 「18歳問題」 

～医療的ケアを必要とする患者の成人移行時の諸問題～ 

講師：冨田 直 先生 （東京都立小児総合医療センター 在宅診療科部長） 

次年度も研修会を企画しています。 

みなさまのご参加お待ちしております。 


